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　全国 5地域の森林域にある河川 2 8 地点で 1年間にわたり、水温と流量の観測を行った。近接する地点で
の気温も加えて、気温と水温の変動の大きさを調和解析の振幅と遅れ時間、7日間の移動平均値との差の
rms値（Rms）などを計算し、解析した。この結果、遅れ時間は小規模流域（0.5ha未満）で 4.53 ± 0.82 日、
中規模流域（0.5ha 以上 100ha未満）で 11.83 ± 3.88 日、大規模流域（100ha以上）で 4.45 ± 1.52 日と中規




水温 /Rms-気温の森林タイプによる違いを統計解析した結果、よく管理されたヒノキ林で 0.33 ± 0.04、広葉
樹林で 0.34 ± 0.04 であるのに対して、あまり管理が行き届いていないヒノキ林で 0.45 ± 0.04 と有意に高い
ことがわかった。この原因は地下浸透が少ないためと考えられた。このように、森林河川での水温変動の大
きさから流域での水流動特性が推定できることを示した。
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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は、日本の 5地域にある森林流域河川 28 地点での 1年間以上の水温変化観測データをもとに、短期、
長期の水温変動特性を解析し、それらが流域サイズ、森林特性、地表面勾配などとどのような関係にあるか
を定量的に明らかにした。また、降雨時の流量、水温、水質変化特性を解析し、森林流域からの水、物質流
出の機構に関して考察するとともに、測定が簡単な水温をモニターすることにより、こうした機構を追跡で
きる可能性を示した。森林は、様々な影響により変化しつつあるが、水温連続観測はそうした変化を簡易、
かつ忠実にモニターする手法として期待されることを示した。したがって、得られた成果は学術的に大きい
と判断する。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
